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太陽風-レゴリス相互作用：月とフォボスにおける観測の比較
Solar wind-regolith interaction in space: Observations at Moon and Phobos
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「太陽風陽子がレゴリスに衝突する際に反射される現象は、どの天体でも見られる一般的なものなのか」という疑問
に答えるべく、月探査衛星および火星探査衛星搭載イオン質量分析器のデータ解析結果を用い、月とフォボスの比較天
体学的見地から議論を行なう。

太陽風陽子のレゴリスからの反射という現象は、日本の月探査衛星 Kaguya搭載のプラズマ粒子計測器MAP/PACEに
よって始めて報告された。その後、いくつかの独立な観測（例えば月探査衛星Chandrayaan-1搭載の高速中性粒子・プラ
ズマ粒子計測器 SARA）によっても確認されている。本講演ではまずはじめにこれまでに報告されている月表面からの
反射プラズマの特徴についてレビューを行なう。

続いて、冒頭の疑問を詳細に議論するため、火星の月、フォボス近傍でのイオン分布関数を調べた結果について報告
する。欧州の火星探査機Mars Expressがフォボスに接近した際に取得した、同機搭載イオン質量分析器 ASPERA-3/IMA
のデータをサーベイしたところ、あるフライバイ時（最接近距離は約 60km）に太陽風や衝撃波近傍の陽子では説明でき
ない分布関数を持った陽子成分を検出した。これが月近傍で報告されている反射陽子と非常近い特徴を持っていること
や、軌道追跡の結果などを総合して、我々はこれをフォボス表面における太陽風の反射陽子である可能性が高いと結論
づけた。本研究は、月以外のレゴリス表面からも反射イオンが観測されたという最初の例を提示したもので、レゴリス
からの太陽風反射という現象はどの天体においても起こりうる一般的現象であることを示唆する。
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